
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆##############################################################❤ 

宏と語る小さな小さなティーパーティーのお知らせ 
「これで良いのか、我孫子市は」の視点で、恒例の議会報告会を下記
のごとく開催します。                                    
市政の諸問題を取り上げながらのティーパーティーです。   
どうぞ、皆さん奮ってのご参加をお待ちしております。 

                
  ◆日 時：平成 22 年 1 月 30 日(土) 午後 6 時～7 時半位         
  ◆場 所：布佐南近隣センター 集会室 (布佐平和台郵便局近く)      
    ◆その他：参加費無料・事前予約等不要です。                  
❤############################################################◆ 

 
お答えします! ＜事業仕分けって何？＞  

質問：政府の行政刷新会議が進めている｢事業仕分け｣とは？ 
宏 ：国が行っている行政サービスについて、市民など外部の視点も

取り入れて、そのサービスが｢本当に必要か｣｢誰が担うべきか｣
｢やり方は変えられないか｣といった観点で、業務のあり方を根
本から見直す行革手法の一つです。 

質問：我孫子市も事業仕分けを行っているのですか？ 
宏 ：我孫子市は平成 20 年度から事業仕分けを独自に始めていま

す。我孫子市の事業仕分けは市民 9 人で構成する行政改革推進
委員会委員と行政職員 6 人が仕分け人となり、平成 20 年度は
健康福祉部 44 事業、生涯学習部 60 事業、平成 21 年度は総務
部や企画財政部などの 42 事業の仕分けを行いました。その
他、県内の自治体では、館山市、千葉市などが事業仕分けを行
っています。 

質問：事業仕分けの結果は！ 
宏 ：仕分け結果を踏まえ、まず担当課が対応方針を検討した後、こ

れに基づき市の方針を決定し、予算に反映できるものは反映し
ました。これまで実施した仕分けは下記の通りです。  

●事業仕分け結果集計表●  

部名 対象事業 廃止 民営化 国･県
市 

(要改善)

市 

(現行どおり)

健康福祉部 ４４ ６ ２ ０ ３３ ３ 

生涯学習部 ６０ ３ ４ ０ ５１ ２ 

総務部 他 ４２ １ ２ ０ ２４ １５ 
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寒い季節を迎えています。皆さん、いかがお過ごしでしょうか？

私は年末に届いた喪中ハガキの数が今年は異常に多いことや、市内
を歩くと近々閉店するお店や空き店舗の数が急に増えたことが少し
気になっています。厳しい経済環境下で高校生や大学生の就職難も
深刻さを増しているなど景気の悪さを実感している昨今です。  

公約の実行と景気回復  
今年は政権交代が行われ、民主党を中心とした連立内閣、鳩山政

権が誕生しました。鳩山政権は｢コンクリートから人へ｣の方針で公
共事業を削り、福祉など国民への直接給付に政策の重点を移行して
います。 

鳩山政権が公約(マニフェスト)を守ろうと必死に努力している姿
勢は認めるものの、最優先の政策課題である景気の本格的な回復が
遠のいてしまうのは問題です。政治で重要なことは有権者である国
民が、どう感じているかだと思います。税金の無駄遣いは許されま
せんが、公約に縛られ、｢削る｣だけでは日本経済の再建はできませ
ん。政権政党の立場から、公約をもう一度見直す必要もあると私は
思っています。政権交代で国民の皆さんが求めたことは、性急な改
革ではなく、国民的な議論をじっくりと重ね、将来に向けて日本を
支える屋台骨をしっかり作ることだと思っています。  

坂の上の雲  
多くの日本人の心を動かした司馬遼太郎の代表作ともいえる｢坂

の上の雲｣がＮＨＫで放映されています。毎回、放映されるのを楽
しみにしている一人です。明治という時代に、空に浮かんだ一点の
雲だけを見つめ、一生懸命に坂道を上っていった青春群像がそこに
はあります。 

今、21 世紀を迎えた日本は社会構造の変化や価値観の分裂など混
迷を深めているように感じています。国とは、家族とは、新たな価
値観を考える意味で、このドラマがとても新鮮に のは私
だけでしょうか。もう一度、あの時代の日本人の 方や日
本人としての意識を取り戻す必要があるのではな なこと
を考えている今日この頃です。 
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12 月議会主な議案内容   

①22 年度人件費抑制措置に伴う給与の削減条例 
②指定管理者の指定及び指定管理者の指定事項の変更に関する条例 
③新規就農支援施設用地の購入(財産の取得)に関する条例 
④市民農園条例の改正(使用料アップ) 
⑤ふれあい工房の設置及び管理に関する条例(無料から有料化へ) 
                         他 
 

平成 22 年度収支概算見通しで経常的経費が約 5.5 億円不足！ 
（歳入で対前年度△10 億 5 千万円） 

理由：景気の悪化による所得減や団塊の世代の退職などよる個人市
民税の大幅な減。市は｢受益者負担のあり方に関する基本方
針｣に基づき、施設利用や証明書発行など特定の行政サービス
について、公費負担の公平性、公正性を考慮して大規模な使
用料、手数料の見直しを行なうことを決定。併せて人件費の
カットを実施。市議会議員も 12 月議会に議員発議案で報酬減
を可決。 

○給料月額を 2％引き下げ+期末手当の算定基礎額にかかわる加算割
合を 1/2 引き下げ 

○職員一人当たりの年間引き下げ額 
 常勤一般職 142～397 千円減 常勤特別職 465～650 千円減 
○市議会議員 報酬月額 45 万→44 万円 

期末手当 20/100⇒10/100 200 千円減 
＊12 月議会の主な争点＊ 
○議案 第 5 号 
 市民農園条例の一部を改正する条例(浅間前・高野山)常任委員会

は否決⇒本会議可決 
○議案 第 6 号  
 ふれあい工房の設置及び管理に関する条例の改正  

常任委員会は否決⇒本会議可決 
○議案 第 10 号 財産の取得   

常任委員会は否決⇒本会議可決 
新規就農支援施設として計上されている養豚場予定地を市が取得
し建設阻止をすることの是非／新規就農支援施設として適地か否
か/買い取り価格/後付け計画の是非。 

○補正予算   
･生活保護費の増大･予防接種事業･人事院勧告がらみの人件費減 

○共通テーマ  
･平成 22 年度予算編成動向･受益者負担の見直し･事業仕分けの結
果･まちづくり交付金の今後→我孫子駅の改造と新木駅の整備 

○市議会 任期 4 年の中間点 
 正副議長の選任/所管する常任委員会の変更がありました。印南 

宏は環境生活常任委員会･議会運営委員会副委員長に就任。 
※請願 地方自治法 124 条 ｢核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見
書」を可決！ 印南 宏が請願の紹介議員 
  
 

 

<みんなで考えよう! 受益者負担の見直しについて>  
議案、第 6 号ふれあい工房の設置及び管理に関する条例は「受益

者負担の在り方に関する基本方針」に沿って、全庁的に公共サービ
スの見直しを行なった結果、ふれあい工房の利用に関しても、利用
する人としない人との公費(税)負担の公平性・公正性を確保するた
めに使用料の徴収を新たに行なうため提案されました。所管の環境
生活常任委員会で使用料徴収に関する議案審査が行なわれました。 
 今回の受益者負担の見直しで全体的な問題として①値上げ額(2 倍
から 3 倍)が大き過ぎること。②市民不在で見直しが進められたこ
と。(パブコミは実施)③値上げの根拠･コスト計算の妥当性など市民
向けに情報開示･情報提供が少なく、丁寧な説明機会も不足している
こと。④執行部の市民から声を聞く姿勢に欠落があり、現場を無視
した値上げとなっていることなどが上げられます。 

ふれあい工房の場合は施設の目的が市民の力を借りて廃棄物のリ
サイクルを推進する施設であることや高齢者の交流及び社会参加へ
の機会拡大の場であること、管理運営上の課題として作業によって
有料・無料の区分けの難しさ、4 時間までと 4 時間以上のチェック体
制、工房を運営するキーマンであるアドバイザの方々に意見も聞い
ていないなど、有料化を提案する前に現場の声をもっとよく聞くべ
きだと思っています。ふれあい工房の有料化による 22 年度、年間収
入見込みの総額は 48 万円です。ふれあい工房の認知度を上げ、利用
率を向上させ、より多くの市民の皆さんが工房に来ていただくこと
こそが喫緊の課題だと考えています。  

手賀沼浄化とリン資源回収  
農業で必要な三要素は窒素やリン酸、カリウムの三要素と言われ

ていますが、現在、その中で化学肥料の原料になる｢リン鉱石｣が世
界的に品薄になり、価格が急騰しています。一般的にあまり知られ
ていないリン資源(国内にリン鉱石なし)が石油資源より早く枯渇(ア
メリカでは後 40 年位で)することが予想され、特定国に偏在する資
源がまさに戦略資源化し、高関税で日本に輸入が困難となってきま
した。 

その為、国内でリン回収のため、昨年 12 月｢リン資源リサイクル
推進協議会｣が発足し活動を始めています。印南は 12 月議会会期中
の環境生活常任委員会で、この問題を取り上げ、手賀沼のホテイア
オイを使ってリンの採取に再び取り組み、我孫子らしい｢21 世紀日本
版グリーン･ニューディール政策｣の一つとして、手賀沼の水質浄化
とリン資源回収の一石二鳥の策を推進できないものか、千葉県や手
賀沼水環境保全協議会等とともに鋭意・研究すすめていくことを提
案しました。 

 
 

♪ 是非、ご覧下さい!! ♪ 
 

◆印南宏が代表を務める 
「あびこ２１」ホームページ  http://abiko21.exblog.jp/ 

◆我孫子市公式ホームページ  http://www.city.abiko.chiba.jp/ 

 


